
R7.3.12【令和 7 年度 予算審査特別委員会】個別質疑 4 日目 

 

1 

令和 7年 予算審査特別委員会（個別質疑） 

 

1 開 催 期 日   令和7年3月12日（水）  午前10時00分から午前11時51分 

 

2 開 催 場 所   市役所5階 本会議場 

 

3 出 席 委 員   青木崇委員長、佐藤敏男副委員長、坂本覚委員、滝久美子委員、稲田保子委員、 

            桜井芳信委員、野村幸宏委員、佐々木百合香委員、鶴谷聡美委員、松本亜美里委員、 

            児玉正輝委員、阿部勝義委員、藤田豊委員、小玉淳子委員、大迫彰委員、山本博己委員、 

            人見哲哉委員、永井桃委員、小田島雅博委員、川崎彰治委員、中川昌憲委員 

 

4 欠 席 委 員   なし 

 

5 委 員 外 議 員   なし 

 

6 市 側 出 席 者 

 

【財務部】 

 財務部長           高 橋 直 樹       財政課長           亀 山 貴 宏 

 

【水道部】 

 水道部長           藤 本 正 志       水道部次長          笹 原 拓 己 

 経営管理課長         中 田 貴 文       水道施設課長         藤 本   悟 

 

【教育部】 

 教育部長           吉 田 智 樹       教育部理事          鹿 野 秀 一 

 教育総務課長         河 合   一       教育総務課参事        永 坂 隆 之 

 学校教育課長         川 又 洋 火       教育支援課長         澤 井 大 輔 

 社会教育課長         木 村 洋一郎       文化課長           若 澤 路 子 

 文化課参事          蛯 名 優 子       エコミュージアムセンター長  渡 邊 篤 広 

 学校給食センター長      岡   謙 一       防災食育施設整備担当参事   伊 達 千 秋 

 

7 事  務  局 

 事務局長           砂 金 和 英       書記             金 田 侑 也 

 

8 傍  聴  者   1名 

 

9 案     件   議案第19号 令和7年度北広島市一般会計予算 

            議案第20号 令和7年度北広島市国民健康保険事業特別会計予算 

            議案第21号 令和7年度北広島市霊園事業特別会計予算 

            議案第22号 令和7年度北広島市介護保険特別会計予算 

            議案第23号 令和7年度北広島市後期高齢者医療特別会計予算 
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            議案第24号 令和7年度北広島市水道事業会計予算 

            議案第25号 令和7年度北広島市下水道事業会計予算 

 

 

 

 

青木委員長 

 おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、審査方法等協議資料に記載のとおりであります。 

 各委員にご協力をいただき、日程どおり審査を進めたいと思いますので、質疑及び答弁は簡潔にお願いいたします。 

 なお、傍聴の取扱いについては申合せにより許可いたします。 

 それでは、引き続き一般会計予算の歳出の質疑を行います。 

 初めに、教育委員会所管の教育費の質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手願います。 

 小玉淳子委員。 

 

小玉委員 

 おはようございます。 

 私からまず、帰国・外国人児童生徒教育支援事業についてです。予算書 173 ページの附属資料 18 ページになりま

す。 

 こちらについては、令和7年度の児童生徒の見込み人数と、日本語指導ボランティアの状況について伺います。 

 次に、学校図書館活用事業についてです。予算書171ページ、附属資料は15ページになります。 

 学校図書館の蔵書の中の更新について、古い図書の廃棄と入替えの状況について伺います。 

 

青木委員長 

 川又学校教育課長。 

 

川又学校教育課長 

 おはようございます。 

 小玉委員のご質問のうち、帰国・外国人児童生徒教育支援事業についてご答弁申し上げます。 

 令和 7 年度の外国籍児童生徒数の見込みにつきましては、小学生が 16名、中学生が 5 名となっております。この

うち、日本語指導が必要な児童生徒数の見込みにつきましては、現在、指導を行っている小学生5名、中学生2名の

ほか、令和7年度小学校へ入学する新入生のうち外国籍児童が4名いることから、児童の状況により対象児童が増え

ることも想定しているところでございます。 

 日本語指導ボランティアの人数につきましては、現在7名の方がご登録いただいており、日々指導にご協力いただ

いているところであります。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 蛯名文化課参事。 

 

 

議事の経過 
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蛯名文化課参事 

 小玉委員の質問のうち、学校図書館活用事業についてお答えいたします。 

 学校図書館における蔵書の更新についてでありますが、各小中学校に予算を配分し、選書した資料を新刊購入して

おります。 

 また、廃棄についてでありますが、各学校の図書標準冊数が 100％を超えている状況となっており、これを下回ら

ない範囲で各学校において、破損した資料や古くなって使用されなくなった資料を廃棄している状況となっておりま

す。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 小玉委員。 

 

小玉委員 

 それでは、再質問させていただきます。 

 まず、帰国・外国人児童生徒教育支援事業についての再質問です。 

 昨年度も同じような質問をさせていただいたんですけれども、そのときに日本語指導ボランティアさんの中で交流

会などを設けたということで、また今年度も行うというふうに伺っておりました。それを行ったのかと、また、令和

7年度についてもそのような交流会を行うのか、まず伺います。 

 次に、学校図書館活用事業については、学校図書館ということで、学校によっては朝読書などで子どもたちも図書

館で本を借りたりしているのかなとは思うんですけれども、子どもたちから新しい本の購入に当たって要望もあるか

と思うんですけれども、その子どもたちの要望に対してはどのように対応しているのか伺います。 

 

青木委員長 

 川又課長。 

 

川又学校教育課長 

 小玉委員の再質問のうち、帰国・外国人児童生徒教育支援事業についてご答弁申し上げます。 

 日本語指導ボランティアの交流の場についてでございますけれども、児童生徒の日本語の習得状況に合わせた指導

をするために、ボランティアの指導力の向上、市教委としても重要と考えているところでございます。 

 今年度につきましては、令和 6 年 12 月に児童生徒の日本語の状況ですとか、指導内容に関する情報交換など、ボ

ランティアの交流会を開催したところでございます。 

 参加者の皆様からは、とても有益だったというお声もいただいていることから、引き続き来年度も開催をし、ボラ

ンティアの指導力向上を図ってまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 蛯名参事。 

 

蛯名文化課参事 

 小玉委員の再質問のうち、学校図書館活用事業についてお答えいたします。 

 子どもたちの図書の要望についてでありますが、小学校におきましては、学校図書センターが行っている児童から

の投票によって上位の本を購入する学校図書リクエスト制度を行っております。中学校におきましては、学校司書が
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生徒の要望を聞き取り、選書に反映させている状況となっております。 

 そのほか、各学校の状況にもよりますが、図書室内にリクエスト用紙と箱を設置し、リクエストの本の選書時に反

映させている状況となっております。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 ほかにございませんか。 

 永井委員。 

 

永井委員 

 では、まず旧島松駅逓所の大規模改修事業について伺います。予算書185ページと繰越のほうですね。 

 改修事業が今進んでいるかと思いますけれども、そちらの進捗状況と、あと資料のほうには展示の更新を行うと示

されておりますけれども、その展示はどのような更新が具体的に行われるのか伺います。 

 今後の事業費の推移、見込みについて伺います。 

 次に、芸術文化ホール運営費、187ページで、附属資料が55ページです。 

 負担金のところでシアターネットかんげきの負担金2万円が計上されていますけれども、これは毎年計上している

かと思いますが、こちらの、今後、このシアターネットかんげきの負担金がどのように推移していくのかというとこ

ろを伺います。 

 また、運営委員会との連携によって、ホールで行われます芸術文化鑑賞のことが話し合われたりしていると思いま

すけれども、そちらの芸術文化鑑賞の市民が鑑賞する機会の拡充についてどのように今後行っていくのか伺います。 

 続きまして、芸術文化ホール管理費、187 ページで、資料はちょっとなかったんですが、施設等維持管理委託に関

わる委託料の見通しについて伺います。 

 大分老朽化も進んできているかと思いますけれども、その老朽化の現状把握、図書館側の施設も含めて、どのよう

に把握しているか伺います。 

 最後、図書館運営費、187 ページ、こちらも資料はちょっとなかったんですが、施設等維持管理委託に係る委託料

の見通しということで伺います。 

 また、各地域の図書館分館の整備について、現状把握をどのように把握されているか伺います。 

 

青木委員長 

 渡邊エコミュージアムセンター長。 

 

渡邊エコミュージアムセンター長 

 永井委員のご質問のうち、旧島松駅逓所大規模改修事業についてお答えしたいと思います。 

 まず、改修工事の進捗状況についてでありますが、令和6年度中に母屋の耐震施設整備といたしまして、壁面への

構造用合板の設置、防火施設整備としまして、屋外火災報知機の設置と、それに伴う埋設配管等を設置、破損のある

建具等の修理作業をしてきたところであります。 

 令和 7 年度につきましては、耐震施設整備といたしまして、屋根部に構造用合板を設置し、柾材のふき替え、防

災・防犯施設整備といたしまして、屋内の火災報知機、防犯カメラの設置等を予定したところであります。 

 今後の主な事業費についてでありますが、継続費となっております旧島松駅逓所母屋の大規模改修工事に関する事

業費として、請負費としまして、契約金4億700万円のうち、令和6年度の支出額が1億1,229万6千円となり、令

和7年度は2億9,470万4千円、工事の設計監理、技術指導の委託料としまして、契約額3,107万5千円のうち、令

和6年度の支出額が886万6千円となり、令和7年度は2,220万9千円となっております。 
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 継続費以外の主な事業費としましては、展示改修の委託料が7,574万6千円となっております。 

 また、展示更新の具体的な内容ということでのご質問だったかと思いますが、展示につきましては、現在行われて

いる棚ですとかカウンター等を全て入れ替えるような、全てリニューアルするような形で考えております。リニュー

アルの際に、現在、旧島松駅逓所の課題となっておりますガイダンス的な施設のパネルですとか、動画を使った皆さ

んに分かりやすい説明等を今後リニューアルで入れていく予定で考えております。 

 以上となります。 

 

青木委員長 

 若澤文化課長。 

 

若澤文化課長 

 永井委員のご質問のうち、芸術文化ホール運営費、それから管理費に関わるご質問についてお答えをさせていただ

きます。 

 まず一つ目、シアターネットかんげき負担金の今後の見通しについてでございますが、シアターネットかんげきに

つきましては、道内の公立文化施設のうち 20 施設により構成されておりまして、地域の継続的な演劇鑑賞機会を充

実するために組織し、定期的な情報交換の下、各館の連携により演劇公演を行っているところでございます。 

 負担金の今後の見通しにつきましては、現在のところ変動する見込みはないところです。 

 続きまして、芸術文化ホール運営委員会との連携による芸術文化鑑賞機会の拡充についてでございますが、自主事

業の企画の運営につきましては、来場者アンケートをはじめといたします市民の皆様の声を参考とさせていただきな

がら、より多くの様々な世代の市民の皆様にご来場いただき、楽しんでいただくことができるよう、芸術文化ホール

運営委員会と連携を図りながら事業を実施してまいりたいと考えているところでございます。 

 続きまして、施設維持管理委託に関わる委託料の見通しについてでございますが、令和7年度につきましては、施

設設備の維持管理業務や施設清掃に係る3か年の長期継続契約の更新年となっておりまして、新規契約に当たりまし

て、人件費の増や物価の高騰などによる委託料の増加を見込んでおり、文化施設維持管理経費における委託料全体で

前年比768万6千円増額をして予算を計上しております。 

 今後の見通しにつきましても、同様に増加傾向で推移していくものと考えております。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 蛯名参事。 

 

蛯名文化課参事 

 永井委員の質問のうち、図書館運営経費についてお答えいたします。 

 施設維持管理委託の委託料についてでありますが、内容は図書館本館や地区の窓口業務の委託料となっております。 

 令和7年度から3年間の契約で、令和7年度は7,934万4,100円で労務単価の値上がり等も考慮された金額となっ

ております。 

 続きまして、地区図書室の環境整備等についてでありますが、地区図書室はそれぞれが所管の異なる施設の中にあ

るため、親施設の状況に合わせて必要に応じた取組を進めてまいりたいと考えております。 

 以上となります。 

 

青木委員長 

 永井委員。 
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永井委員 

 では、旧島松駅逓所のほうですけれども、こちら、完成した暁といいますか、大規模改修が終わったときには、ぜ

ひ市民の皆さんへの来場を呼びかけたりとか、私たち議員のほうにも呼びかけていただきたいと思いますけれども、

その辺についての取組の検討について伺います。 

 また、展示の更新のところで、ガイダンス的なものが課題となっているということでしたけれども、今、私も博物

館とかが好きなので各地域に行ったら必ず立ち寄るんですが、結構デジタル施設、デジタル設備が整備されていて、

それで外国語対応とかもきちんとされていて、結構 3D とか立体的に内部、見えないところとかも見られるようにな

ったりというような設備も設営されている博物館とかもありますので、そのようなものを考えているのかどうか、導

入を考えているのかというところを伺います。 

 また、それらについて、もし考えているのであれば、予算組立ての中で入っているのかどうかというのも伺います。 

 芸術文化ホールのほうですが、シアターネットかんげきの関連で、北広島市でもリーズナブルな料金で演劇などを

鑑賞できることになっているかと思いますけれども、こちらの負担金、今後もよろしくお願いします。 

 それで、アンケートを基に市民が望む芸術文化鑑賞を運営委員会と話をして決めているということですけれども、

以前はたしか社協が毎年、お正月、ニューイヤーコンサートで花ホールで演奏したりだとか、結構劇団四季のファミ

リーミュージカルとかも私は見た記憶があるんですが、最近そのような大きなもの、有名なものよりは、ちょっと小

ぢんまりとしたカルテット的なものだとか、ミニシアターというか、西村雅彦さんでしたっけ、去年ちょっと音楽劇

みたいなのをやったりだとかと流れが変わってきているのかなと思いますけれども、芸術文化ホールのいいところは、

私が思うには、札幌とか東京まで行かなくてもそういう大きな有名なものが見られるというところが強みだったと思

うんですよね。 

 ぜひ今後、運営委員会とも、またそのような、みんなが知っているような舞台芸術だとかをまた呼べるような予算

組立てとかをしていただきたいと思いますが、その辺について見解を伺います。 

 あと、芸術文化ホールの管理費、こちらはたしか音響機材、昨年更新、新しいものにしたかと記憶していますが、

2025年の舞台関係に関わる設備、整備の随時更新の見通しなどは考えていらっしゃるのか伺います。 

 やっぱり舞台設備も日に日に日進月歩といいますか、どんどん進化したり新しくなったりしていますので、そちら

のほうを取り入れていっていただきたいと思います、よい舞台にしていただくために。その辺について検討している

のか伺います。 

 以上です。 

 

青木委員長 

 渡邊センター長。 

 

渡邊エコミュージアムセンター長 

 永井委員の再質問にお答えしたいと思います。 

 まず、魅力ある施設ですので、市民の皆さんの来場を呼びかけるような取組はどういった取組をするのかというこ

とですが、現在、令和6年度につきましても、工事の内容からなかなか安全面の配慮が難しく、建物内部の見学とい

うのが行うことができませんでした。今年も工事内容を適宜、旧島松駅逓所の看板ですとか、エコミュージアムセン

ター知新の駅で紹介させていただいたほか、施設の外から工事現場が見学できるような透明な看板、透明な板を設置

して対応してきたところでございます。 

 令和 7 年度につきましては、今後も工事の進捗状況を市民の皆さんにご紹介するような広報の掲載ですとか、3 月、

4 月のリニューアルオープンの際の特集記事等を組ませていただいて、市民の皆さんに何とか分かって、特に魅力の

ある施設になりましたよということを周知、紹介させていただければと考えております。 

 次に、展示改修の点なんですが、ガイダンス施設的なものということで、今、造らせていただいています。 
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 旧島松駅逓所の大きな一つの課題となるところが、寒暖差ですとか、施設の環境というものがございまして、なか

なかデジタル技術を入れた際に、故障等が発生するおそれがございます。今、業者とうちの担当の学芸員がお話をさ

せていただいて、今、現時点でお話しできるようなちょっと案として出ているものが、デジタルではなくアナログな

んですが、精巧なジオラマを作って、最初に来ていただいた際に、島松沢の里山の風景と島松駅のマッチした状態を

見てもらうと。その中にもし予算に余裕があれば、デジタル的なものが入るのかどうかというところを今、最終的な

詰めをしているところでございます。 

 デジタル技術ということでいきますと、全く今、現状として入れないということにはなりませんので、先ほど委員

がご指摘いただいたような多言語化の対応ですとか、そういったところは今、検討段階になっております。入札業者

が決まりましたら、改めて調整してそういったところを改修に生かせていければというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 若澤課長。 

 

若澤文化課長 

 まず、芸術文化ホール運営委員会と連携した事業についてでございますが、現在、芸術文化ホール運営委員会と連

携して行う事業につきましては、限られた予算の中で交付金のほか、財団等からの各種補助事業による財源を確保し

まして、ほかの団体、会館等と連携しながら、多くの方に来場していただけるように様々な分野の公演を実施してい

るところでございます。 

 今後につきましても、市民の皆様の意見を伺いながら、より多くの方々にご来場いただけるような事業を連携しな

がら企画してまいりたいと考えてございます。 

 続きまして、管理経費の部分についてでございますが、施設設備の更新等につきましては、緊急的な対応が必要な

ものにつきましては、随時行っていくということになりますけれども、今後の舞台の設備等、必要な更新につきまし

ては、将来を見据えた計画的な更新に努めてまいりたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 永井委員。 

 

永井委員 

 先ほど図書館関係で伺うのを忘れました。芸術文化ホール関係と旧島松駅逓所のほうは理解いたしました。 

 図書館のほうで、各地域の分館施設、所管が異なるので、それぞれに併せて設備、設営のほう、検討していくとい

うことですけれども、やはり特に西の里のほうと、私がよく行くのが西の里と本館のほうなので、西の里は本当にも

う夏は暑いし冬は寒いしという状態で、司書さんとも話をしたきっかけがあったんですけれども、なかなか大変です

というお話も伺っております。 

 西の里のほうは、複合型施設と関係した上での今後の施設整備になるかと思いますけれども、こちら、本当に早急

な対応が必要だと思いますので、それについて図書館だけでなく、芸術文化の所管だけでなく、全庁的に進めていく

べきだと思いますけれども、見解を伺います。 

 

青木委員長 

 蛯名参事。 
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蛯名文化課参事 

 永井委員の再質問のうち、図書館運営経費についてお答えいたします。 

 各地区図書室の施設整備の検討についてでありますが、地区図書室は会館や小学校など、それぞれ複合施設の中に

ありますことから、現状からの変更や検討がある場合につきましては、それぞれの施設全体を合わせた形で検討して

まいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

青木委員長 

 ほかにございませんか。 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 1点質問いたします。 

 西部地区義務教育学校整備事業です。予算書は173ページ、附属資料は18ページになります。 

 西部地区において、小中一貫教育のさらなる充実を目的とした施設一体型の義務教育学校整備ということで、新年

度予算では1,479万9千円が計上されています。 

 質問ですけども、事業内容について説明をお願いいたします。 

 昨年の一般質問においても取り上げさせていただいて、児童生徒や保護者をはじめ、地域での理解促進のための取

組についていろいろ発言させていただきました。新年度の説明や意見聴取はどのように行うのか、伺います。 

 

青木委員長 

 永坂教育総務課参事。 

 

永坂教育総務課参事 

 鶴谷委員のご質問にお答え申し上げます。 

 令和 7 年度西部地区義務教育学校整備事業の事業内容についてでありますが、4月から基本構想の策定に着手し、

策定後、その構想に基づきまして基本設計を作成することとしており、当初予算においては基本構想策定検討委員会

の運営に係る経費及び基本設計作成に係る委託料を計上しているところであります。 

 次に、取組を進める中での意見聴取についてでありますけれども、本定例会の議案第2号に提案させていただいて

おります条例の制定により、保護者や地域の方などで構成される基本構想策定検討委員会を設置しまして、基本構想

の策定段階から意見を聴取するほか、基本構想案の説明会の開催及びパブリックコメントの実施をする予定としてお

ります。 

 また、児童生徒につきましては、昨年 10 月に義務教育学校設置に期待することなどについて記述式のアンケート

を実施しておりまして、今後につきましても、学校と連携して引き続き状況の説明をしたり意見を聞いたりする機会

をつくってまいりたいと考えているところであります。 

 説明は以上であります。 

 

青木委員長 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 昨年の一般質問以降、引き続き私も地域で行き会った方や市内の各地域で行き会った方々からいろんなお話を伺っ
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てきました。関心を持たれている方は西部地区に限らず多いなという印象があります。 

 その後で、この間は1月に西部地区で説明会が3日間の日程で行われていました。私も見学で参加しましたが、決

して参加人数は多くはありませんでしたが、1 月の会は石狩管内のとうべつ学園の開設に関わった初代校長先生の実

践のお話をされて、参加されていた保護者の方もすごく興味深く聞き入られていたなという印象があります。また、

説明後のいろんな質問にも、丁寧に細かく、そして、実践された方のお話ということで、その受け答えも頼もしく対

応してくださっていたなという印象があります。参加された方にとっては理解が深まったなと私も見ていました。 

 また、会の中では、ほかに保護者の方から、義務教育学校開設の取組に関して、地域の保護者の中で理解の程度に

開きがあるということに、そういう状況について心配する声も発言がありました。 

 地域には多くの方がいらっしゃるので、保護者に限らず地域住民の方、それぞれにいろんな理解の程度とか考え方

があるのはもっともだと思います。 

 今後も義務教育学校の開設に向けての取組は、説明や意見聴取の機会を持って丁寧に進めていただきたいというこ

とを重ねて求めておきたいと思います。 

 再質問ですけども、予算には、基本構想策定委員会の運営に係る経費、基本設計に係る委託料を計上しているとの

ことでしたが、その先にこの事業が進む上で、どのような経費が見込まれていると考えているのか、現時点の見通し

について伺います。 

 

青木委員長 

 永坂参事。 

 

永坂教育総務課参事 

 ただいまの鶴谷委員の再質問にお答え申し上げます。 

 令和8年度以降の経費についてでありますけれども、令和7年度に策定する基本構想及び基本設計を基本としなが

ら、先行事例から、次の段階においては、義務教育学校開校に向けた準備を円滑に推進するために設置する委員会の

運営経費や学校施設の増改築に係る実施設計及び建設工事などの経費がかかるものと考えているところであります。 

 なお、義務教育学校建設工事におきましては、現段階では文部科学省の学校施設環境改善交付金の2分の1補助の

活用を考えているところであります。 

 説明は以上であります。 

 

青木委員長 

 よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 稲田委員。 

 

稲田委員 

 私からは2点お伺いいたします。 

 まず、芸術文化ホール運営委員会連携事業、予算書187ページ、附属資料22ページです。 

 コロナ禍の予算と今後の考え方についてお聞きいたします。一例として、コロナ前の予算と来場者数、そしてコロ

ナ後の予算と来場者数についてお示しください。 

 また、芸術文化ホール運営委員会連携事業の運営の方針、それから、市民にとってどうあるべきかの見解をお聞き

いたします。 

 2番目、北広島・サスカツーン交流連携事業、予算書185ページ、附属資料は39ページです。 

 1991 年から約 30年間もの長い歴史を持つ、カナダ、サスカツーン市と北広島市の相互派遣交流事業で市民として
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その長い歴史に誇りに思っております。また、関わってこられた実行委員会の皆様のご尽力にお礼申し上げます。 

 そこで、相互推進の助成内容と現状についてお聞きいたします。 

 

青木委員長 

 若澤課長。 

 

若澤文化課長 

 私のほうからは、稲田委員のご質問のうち芸術文化ホール運営委員会連携事業についてお答え申し上げます。 

 まず、コロナ禍前と後の運営委員会の予算についてでございますが、コロナ禍前、令和元年度までの芸術文化ホー

ル運営委員会への交付金の予算につきまして1,150万円、新型コロナウイルス感染症が5類となった令和5年度以降

の予算が900万円となっております。 

 続きまして、ホールの公演におけますコロナ禍前後の来場者数についてでございますが、ホールにおける公演数、

コロナ禍前の令和元年度につきましては公演数が 5回、来場者数が 2,120名、令和 5年度につきましては公演数が 4

回、来場者数が1,501名となっております。 

 続きまして今後の文化活動の考え方についてでございますが、現在芸術文化ホール運営委員会と連携して行う事業

につきましては、交付金のほか財団等からの各種補助事業による財源を確保いたしまして、道内の他の会館等と連携

をしながらより多くの方々に来場いただけるよう様々な分野の公演を実施しているところでございます。 

 今後につきましても、引き続き広報周知の方法等を工夫しながら、事業を実施してまいりたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 木村社会教育課長。 

 

木村社会教育課長 

 私のほうからは北広島・サスカツーン交流連携事業についてお答え申し上げます。 

 事業の推進の助成内容と現状についてということですが、まず助成内容としましては、予算として実行委員会の交

付金という形で助成しておりますが、実行委員会の中では今回サスカツーンのほうに派遣団を出しますので、そちら

に関する旅費というところと、あと、いろんな活動に関しての周知を図るためのパネル展、そういった実施の消耗品

等、そういったところの内容となっております。 

 それから現状というところですが、コロナで派遣交流が止まっていた期間がありますけれども、今年度、令和6年

度に再開しまして、今年度はサスカツーン市から4月に受入を行ったところであります。 

 令和 7 年度に関しましては、派遣ということで、2019 年以来の派遣となりますけれども、今その派遣に向けて、

派遣団の選考、それから派遣団が決まりましたので、事前研修ということで5月に派遣する予定となっておりまして、

そこに向けて準備を進めているところであります。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

稲田委員。 

 

稲田委員 

 再質問いたします。 

 先ほどの永井委員と重複するところもありますけれども、まず、芸術文化ホール運営委員会連携事業についてです
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けれども、これからいろいろと活動を活発にしていくという思いは承知しましたけれども、調べてみましたんですけ

れども、私も平成 27 年の予算ですけども、1,183 万 3,500 円でした。ずっと毎年毎年減り続けまして、令和 7 年に

は、906万9千円になっておりました。平成27年からマイナスしますと、276万6千円ということです。これはどう

してなんでしょうか。 

 それで先ほどお答えいただきました、アンケートを取って市民の皆さんの要求にお答えするという大変頼もしいお

答えでしたけれども、何しろ予算がなければできないと思いますけれども、先ほどお答えいただきました見解と乖離

しているのではないかと思いますが、お伺いいたします。 

 続きまして、サスカツーンの再質問です。 

 今回応募された方と、カナダからの留学生の方の人数、それからカナダへ行かれる方の留学費用も伺います。そし

て、またそれに対する評価もお伺いいたします。 

 以上です。 

 

青木委員長 

 若澤課長。 

 

若澤文化課長 

 私からは、運営委員会連携事業についてお答えを申し上げます。 

 芸術文化ホール運営委員会交付金の額の推移につきましては、過去当初よりは減少しているところでございますが、

交付金以外におきましても、各種補助事業の確保でありましたり、共催事業によりまして事業が開催されているとこ

ろでございます。市民の皆様にとって、芸術文化の鑑賞機会は確保しているものと考えてございます。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 木村課長。 

 

木村社会教育課長 

 北広島・サスカツーン交流連携事業の再質問にお答え申し上げます。 

 まず、総合派遣の人数ですけれども、今年度、令和 6 年度サスカツーン市からいらっしゃった訪問団が高校生 16

名と、団長、副団長の青年団2名の18名がいらっしゃっています。 

 それから、令和7年度、こちらからの派遣で、今回選考した人数なんですけれども、青年団員2名とそれから高校

生6名ということで募集をいたしまして、実際に募集いただいたのが高校生のほうが3名募集をいただきまして、選

考の結果3名ということで、こちらからは青年団2名を含めて5名の派遣団となる予定でおります。 

 そこに関しての見解という話なんですけれども、前回 2019 年のときは高校生が 9 名行っているんですが、今回 6

名募集して3名という状況になっております。 

 そこに関してですけれども、まず航空運賃が大幅に上昇しているというようなところで、そこに関して自己負担額

が、各家庭で増加しているというようなところですとか、前回派遣した際は 10 月に向こうに行くようなスケジュー

ルで設定していたんですが、先方の都合から、来年度は5月に派遣するというような予定になっております。 

 その関係で、選考する時期が今、今年度の実施ということになりましたので、そこの派遣時期の関係で来年度に高

校1年生になるところに関しては、募集の対象からちょっと今回外すというようなことで実行委員会の中で話になり

まして、そういった部分において、対象生徒が少し少なかったというところに影響しているのかなと推測していると

ころであります。 

 以上であります。 
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青木委員長 

 稲田委員。 

 

稲田委員 

 先ほどの永井委員の質問にうんうんとうなずきながら聞いていたんですけれども、私の元にも市民の皆さんから芸

術文化ホールの多くの声が届いておりまして、何年か前は札響ですとか、風間杜夫さんだとか、白石加代子さんだと

か、本当に有名なというか、行ってみたいという講演がたくさんあった。わざわざ札幌に出かけなくても、これは高

齢者の声ですけれども、もう私たちはもう札幌にはなかなか出づらいということで、こんな立派な芸術文化ホールが

あるのだから、ぜひぜひいろいろ公演をやっていただきたいということのお声が届いております。 

 そして、今、人件費だとか交通費だとか本当に高騰しておりまして、この経済状態を考えましたら予算が増えてし

かるべきなのに、実質的には予算の1割減あるいは2割減にもなっているんではないかと思います。運営委員会連携

事業というのは、市民参加型のすばらしい事業であると思っています。前にも、市長は芸術文化とスポーツはどちら

も欠かすことのない、車に例えると両輪であると言われております。これから、この市民の声に応えるべく、ホール

運営がより豊かにできますようにしっかりと予算を組んでいただけますよう要望いたします。 

 こちらはこれで終わります。 

 それからサスカツーンですけれども、百聞は一見にしかずと申しますけれども、これからの子どもたちには国際交

流というのは大変貴重な体験であると思います。大阪府では、寄附を募ってより多くの子どもたちが体験できる支援

をしているところもあるそうです。 

 3 名というのはその時期もまずかったこともあり、とても残念に思うんです。チャレンジする高校生を増やすには、

交通費が上がったということで経済負担がとても大きいということも、これは応募する方たちの人数が減る原因では

あると思います。遠い昔、我が子のことですけれども、たしかあのときは8万円だったと思います。 

 保護者の皆さんの収入というのはそんなに 20 年たった今でも上がっていないということですので、何とかこの貴

重な事業が今後も続きますように、また支援の方法についてしっかりと取り組んでいただきたいと思いますけれども、

お考えはいかがでしょうか。 

 

青木委員長 

 木村課長。 

 

木村社会教育課長 

 稲田委員の再質問にお答え申し上げます。 

 この事業についてですけれども、サスカツーンでの派遣団の、様々な方との交流ですとか、異文化への理解や国際

感覚を持った人材育成、そういったところに非常につながっていて、意義のある活動だと我々としても捉えておりま

す。 

 旅費の高騰の部分についてですが、2019 年のときが自己負担 16 万円、今回では自己負担が 28 万円ということで

出させていただいておりますが、旅費の高騰に関してはさらにもっと大幅に上がっていて、市としての交付金の負担

率としては実は上げている状況であります。 

 ただ、そういったことも含めまして、実行委員会の中で、多くの高校生がこういった事業に触れることができるよ

うにというようなことで検討してまいりたいと思います。 

 以上であります。 

 

青木委員長 
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 ほかにございませんか。 

 人見委員。 

 

人見委員 

 私からは1点質問いたします。 

 夜間中学校費用負担事業、予算書191ページ、附属資料が20ページです。 

 札幌市立夜間中学校である星友館中学校の本市からの、令和7年度の新入学生の見通しについて教えてください。 

 

青木委員長 

 澤井教育支援課長。 

 

澤井教育支援課長 

 人見委員の質問にお答え申し上げます。 

 夜間中学校費用負担についてでございますが、現時点におきまして令和7年度に新たに本市から入学する生徒の希

望はないところでございます。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 人見委員。 

 

人見委員 

 ゼロ名というのはちょっと残念ですけれども、対象者に対する周知の仕方とかを考えて、これからも力を入れてく

ださい。 

 それで、再質問なんですけども、今、本市から現時点で通学している通学者、学生の状況について、年代とか年齢

とかも含めて教えてください。 

 

青木委員長 

 澤井課長。 

 

澤井教育支援課長 

 人見委員の再質問にお答え申し上げます。 

 現時点で夜間中学校に通学している生徒数でございますが、3 名通学しているところでございます。年代別には、

80代の方が1名、10代の方が2名という形になっております。 

 なお、この3名の方につきましては、令和7年度も継続して通学する意思があることを確認しているところでござ

います。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 ほかにございませんか。 

 滝委員。 

 

滝委員 
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 私からは1点、予算書173ページ、小学校管理経費、附属資料はありません。 

 こちら、中学校管理経費にも関わることなんですけれども、この令和7年度の予算案において、小中学校の普通教

室へのエアコン整備、空調設置に関わる費用については、どこかに計上されているのか、まずお伺いします。 

 

青木委員長 

 河合教育総務課長。 

 

河合教育総務課長 

 滝委員のご質問にお答えいたします。 

 小中学校の普通教室等へのエアコン整備に係る費用についてでありますが、令和7年度は市長選挙が行われること

から、予算編成においては義務的経費や継続事業からなる骨格予算編成を基本としているところであります。 

 このため、普通教室等へのエアコン整備につきましては、市長選挙後の補正予算における新たな政策経費の計上も

含めて、引き続き整備の在り方について検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 滝委員。 

 

滝委員 

 骨格予算であるということは承知しています。 

 スポットクーラーについての課題については、既に皆さん認識されていると思いますけれども、小学校のお子さん

を持つ親御さんからも不安とか心配の声が届いています。やはりスポットクーラーを設置したことで、窓を全部閉め

てしまって、空気がとても悪い状態だと、蒸し暑い状態が続いていて、その一部分しか涼しくない。中学生との議員

との対話集会でも、1 か所だけに集中してみんなが集まるということも皆さん認識されていると思うんですけれども、

やはり子どもたちの教室内の日々の温度管理というのは、体調や学習にも大きく影響すると思いますので、早急な設

置が必要なのかなと思うんですよね。 

 令和6年第4回定例会、大迫委員の一般質問でも、学校老朽化対策等の関連も考慮して、電力調査も含めて、エア

コンの整備の在り方について検討するという答弁がありましたが、今後のエアコン設置に向けての方向性について確

認させてください。 

 

青木委員長 

 河合課長。 

 

河合教育総務課長 

 滝委員の再質問にお答えいたします。 

 エアコン設置に向けての方向性についてでありますが、エアコンの設置に当たりましては、各学校の電力容量がエ

アコンの稼働に耐え得るかなどの調査が必要でありますことから、まずは電力容量等の調査を検討してまいりたいと

考えております。 

 また引き続き、活用可能な国の補助事業等の調査研究を進めてまいりたいと考えているところであります。 

 以上であります。 

青木委員長 

 滝委員。 
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滝委員 

 札幌市においても、令和9年度末までに、市立の幼稚園、小中高と全部にエアコン設置が決まっていますね。 

 千歳市、江別市においても、今回の定例会ですとか予算委員会で実施設計ですとか、エアコン設置の経費が計上さ

れています。やっぱり北広島市も本当に早急にやるべきではないのかなというふうに思っています。 

 子どもたち、親御さんも安心して学校に通えるように早急にお願いしたいということを要望したいと思いますが、

何かあればお願いします。 

 

青木委員長 

 吉田教育部長。 

 

吉田教育部長 

 ただいまのご質問にお答え申し上げます。 

 先ほどの課長のほうからもご答弁がありましたとおり、まずは学校の電力調査、これが必要になってきていると思

います。我々としましても、学校の安全安心な子どもたちの学びの環境、これは重要だと考えておりますので、エア

コン設備につきましても、早急に検討してもらいたいと、そのように考えているところでございます。 

 以上です。 

 

青木委員長 

 ほかにございませんか。 

 佐々木委員。 

 

佐々木委員 

 私からは4点伺います。 

 まず、青少年健全育成事業についてお伺いします。予算書は189ページ、附属資料は19ページです。 

 地域において、私の住んでいるところでもそうなんですけれども、青少年健全育成連絡協議会とコミュニティ・ス

クールの両方の役員を兼任している方が多い状況があります。また、活動内容の重なりなども整理して、効率的に活

動できるように健連協を廃止し、コミュニティ・スクールに一本化する流れがあります。そのような場合にも、情報

共有などがスムーズに行われると考えてよいか確認いたします。 

 二つ目は、食に関する学びの推進事業です。予算書は195ページ、附属資料は17ページです。 

 2024年の予算が7万5千円でした。そこから32万3千円と大きく増えています。 

 まず、予算増の理由を伺いたいのと、あと、新センターが稼働して以降、内覧の際には稼働したらもう入れないと

思って、興味津々で見させていただいたんですけれども、長期休みを利用して実際の調理場には入れるツアーですと

か、今までにはないような取組が実施されてきたことを頼もしく見ています。2025 年度にどのような取組を考えて

いるのか、お伺いいたします。 

 三つ目が外国語指導助手活用事業（拡大）です。予算書は171ページ、附属資料18ページです。 

 若葉町二丁目にある市の職員住宅及び教職員住宅について、用途の廃止が迫ってまいりました。それに伴って、今

まで教職員住宅に住んでいた外国語指導助手の先生たちに部屋を確保しようという、そういう事業だと認識しており

ます。 

 附属資料によれば、JET プログラムで任用している ALTの住居環境のサポートをするため、住宅の借り上げを行う

ということなんですが、何世帯分を見込んでいるのか、確認いたします。 

 最後に、図書館フィールドネット連携事業についてです。予算書が89ページ、附属資料が23ページです。 
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 昨年、おととしと同額の 80 万円が計上されています。物価高騰の影響もあって、同じ金額であっても実際にでき

ることは限られてくるのではないかなというふうに考えています。 

 近隣のまちの同じような取組を見ていると、道外の作家さんを呼んでの催しが行われるなど、羨ましいなと思うよ

うな状況があるんですけれども、予算の執行率を見ていくと、2023年度、決算資料によれば、80万円に対して77万

6千円が使われており、執行率が97％となっています。 

 フィールドネットの各団体の皆さんと協議して事業が進められてきているとは思うんですけれども、2025 年度の

取組についてお伺いします。 

 

青木委員長 

 澤井課長。 

 

澤井教育支援課長 

 佐々木委員のご質問のうち、私のほうからは青少年健全育成事業についてお答え申し上げます。 

 青少年健全育成連絡協議会の発展的解消につきましては、これまで青少年健全育成連絡協議会が行っていた事業を

コミュニティ・スクールに移行することで、より効率的、効果的な事業の展開を図りたいとする各地域及び各組織の

自主的な動きの中で進んできたところでございます。 

 こうした中、各組織の中では、これまで青少年健全育成協議会で実施されてきた、地域の中で子どもたちの自己有

用感であったり、自己肯定感を育む様々なそういった事業をしっかりとその受皿となるコミュニティ・スクールが継

承していくと、そういう丁寧な確認の中で進められたところでございまして、情報共有はスムーズに行われているも

のと考えているところでございます。 

 教育委員会といたしましても、引き続き各地区の主体的な青少年の健全育成事業を支援してまいりたいと考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 岡学校給食センター長。 

 

岡学校給食センター長 

 それでは、私から佐々木委員のご質問のうち食に関する学びの推進事業についてお答え申し上げます。 

 まず、予算額の増額についてでございますが、防災教育の推進としまして、新年度につきましては炊き出しや備蓄

食糧を活用しました防災給食、こちらの提供の際に使用いたします炊き出しのおにぎりのラッピング、梱包材、こち

らの購入を考えてございます。 

 また、ふだん入ることができない厨房などを探検します防災食育センターの探検ツアー、こちらを今年度も開催す

る予定でございますので、こちらについての参加者が使用します使い捨ての白衣ですとか、帽子、これら消耗品など、

事業実施に必要な経費となってございます。 

 令和7年度につきましては、これまでも地産地消の推進として実施をしてまいりました赤毛米など、北広島産の食

材を活用した学校給食の提供、それと先ほど申し上げました炊き出しや備蓄食糧を活用した防災給食の提供を計画し

ております。 

 また、防災食育センターの機能を活用しまして、小学校の長期休み、こちらを使いまして、ふだん入ることのでき

ない厨房などを探検する防災食育センターの探検ツアー、あとは新入学児童とその保護者の方々を対象に、調理の作

業ですとか、見学、そして学校給食の説明を行います、入学前に一足早く給食を試食していただくわくわく給食体験

会などを計画しているところでございます。 
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 以上でございます。 

 

青木委員長 

 川又課長。 

 

川又学校教育課長 

 佐々木委員のご質問のうち、外国語指導助手活用支援事業についてお答え申し上げます。 

 外国語指導助手、ALT の住居借り上げについてでございますけれども、JET プログラムを活用して任用する 4 世帯

分の借り上げを予定しているところであります。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 蛯名参事。 

 

蛯名文化課参事 

 佐々木委員の質問のうち、図書館フィールドネット連携事業についてお答えいたします。 

 図書館フィールドネット連携事業についてでありますが、令和5年度予算は77万6千円、令和6年度予算は80万

円、令和7年度につきましても6年度と同額の80万円となっております。 

 物価高の影響は多少あるとは思われますが、各事業の内容を精査し、工夫しながら予算がかからない事業を展開し、

読書祭りや古本ばくりっこをはじめ、事業数につきましては減っていない状況となっております。 

 令和7年度につきましても、各団体から選出される運営委員と、図書館と調整を行い、年度当初の総会により事業

を決定し、開催していく予定であります。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 佐々木委員。 

 

佐々木委員 

 では、再質問いたします。 

 青少年健全育成事業について、いろいろ丁寧に進めてこられていることを承知いたしました。 

 コミュニティ・スクールに一本化された地区と、また両方を継続している地区があると思うんですけれども、地区

ごとの状況について確認いたします。 

 食に関する学びの推進事業については、これからも期待しておりますので、よろしくお願いします。 

 図書館フィールドネット連携事業については、今後とも読書環境に関する予算の確保についても力を入れていただ

きたいなという要望として申し上げます。 

 

青木委員長 

 澤井課長。 

 

 

澤井教育支援課長 

 佐々木委員の再質問にお答え申し上げます。 
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 青少年健全育成事業についてでございますが、青少年健全育成連絡協議会の事業をコミュニティ・スクールに移行

した地区につきましては、東部地区、西部地区、大曲地区、広葉中学校区、緑陽中学校区の5区となっているところ

でございまして、これまでの組織を継続していくとされた地区につきましては、西の里地区となっているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 ほかにございませんか。 

 山本委員。 

 

山本委員 

 私のほうからは、地域に根差した特色ある学校教育推進事業、予算書171ページ、附属資料16ページです。 

 地域に根差した特色ある学校教育というものは、どういう形で行われているのか。この予算を見ると、非常に少な

いんですよね。こういう事業で何を行うのか、推進するための取組についてお聞かせ願いたいと思います。 

 次に、食に関する学びの推進ですけれども、予算書 195 ページ、附属資料 17 ページです。今、佐々木委員の質問

の中で、新しいセンターを使ったいろいろな取組をされているんですけれども、防災食育センターができたばかりだ

ということで、そういう取組を行うというのは非常に有意義だと思うんですけれども、この食に関する学びの推進と

いうことを進めていく上で、このセンターの機能を生かしただけじゃなくて、特に食に関してのいろいろ農業との連

携とか、ほかの市町村なんかですと、農業と連携をして、様々な体験をしながら進めているところが多いと。 

 千葉県のいすみ市なんかは有名なんですけれども、やはり農家体験なんかをやっていると、やっぱり食に対しての、

生かされているものをいただくという、そういう観点から給食の残渣率が非常に減ってくるとか、そういう意味での

非常に効果が出ているということがあります。 

 そういう意味で、そういう取組も含めて進めていくべきではないかと思いますが、見解をお伺いします。 

 次に、中央公民館活動推進事業、予算書 181 ページ、附属資料 20 ページですけれども、中央公民館、公民館活動

というのは社会教育主事を中心に、住民が自ら学術活動、学習活動を組織しながら自ら学んでいくという、それの拠

点になっているわけですけれども、そもそも中央公民館での事業というのはどういう形で行われているのか、また、

社会教育の中心になっている社会教育主事ですね。本市では、社会教育主事というのは何名配置、どこに配置されて、

どういう活動をやっているのかをお聞かせ願いたいと思います。 

 また、中央公民館はそうした全市的な社会教育活動の中心になってやっていくわけですけれども、特に生涯学習推

進活動をやって、そういう団体がない団地地域なども含めて、他の生涯学習活動をやっている施設や団体などとの連

携、また、そこに対する社会教育主事の関わり方というのはどうなっているのか、お聞かせ願いたいと思います。 

 

青木委員長 

 川又課長。 

 

川又学校教育課長 

 山本委員のご質問のうち、地域に根差した特色ある学校教育推進事業についてご答弁申し上げます。 

 本事業の取組内容につきましては、北広島市の地域に根差した特色から学校教育を推進するために、学校教育の推

進方針検討委員会、福祉読本編集委員会、社会科副読本編集委員会の三つの委員会を設置しており、令和7年度の予

算内容につきましては、主に各種委員会の開催に係る旅費を計上しているところでございます。 

 北広島市学校教育の推進方針の検討委員会では、北広島市の教育推進基本計画に定める理念の推進に向けまして、

毎年度推進方針を策定しているところであります。 
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 また、福祉読本編集委員会、社会科副読本編集委員会では、4 年に一度の小学校教科書の改訂年度に併せまして、

福祉読本、社会科副読本の作成や編集を行っているところでございます。 

 令和7年度におきましては、各副読本を活用に係る実践研究を行う予定であります。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 岡センター長。 

 

岡学校給食センター長 

 それでは山本委員のご質問のうち、食に関する学びの推進事業についてお答え申し上げます。 

 農業との連携についてでございますが、本市の学校給食で使用するお米につきましては、これまでの全量、全て北

広島産のななつぼしを使用してまいりました。これに加えまして、ジャガイモですとか、ニンジン、地元産の有機野

菜等を活用するなど、地元農家さんと連携を図ってまいりました。 

 併せまして、これまでも JA 道央様や、地元の生産者様から地元産のお米や野菜、牛肉などもご寄附いただいたり、

これらを生きた教材として学校給食として提供をし、活用してきたところでございます。 

 今後も、これら生きた教材を学校給食に効果的に活用するとともに、近隣自治体の食育事業の状況などをはじめ、

情報収集に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 木村課長。 

 

木村社会教育課長 

 私のほうから中央公民館活動推進事業についてお答え申し上げます。 

 まず、こちらの事業の実績というところについてでありますが、令和6年後においてはこの後実施するものも含め

てですけれども、社会教育委員と連携した公民館事業「シャベル☆きたひろ」を8講座の実施。また、障害児・者の

学びの推進のための取組として、障がい者の生涯学習推進コンソーシアム会議の開催や、様々なアダプテッドスポー

ツを体験するいんくるーむの実施、それから元気フェスティバルと連携したeスポーツ体験など、また各地区の生涯

学習振興会と連携した事業などを実施しているところであります。 

 また、社会教育主事についてですけれども、市役所本庁舎、教育委員会のほうの2名配置となっておりますが、活

動内容についてですけれども、地域住民の皆様が主体的に進める生涯学習振興会の助言、団地地区においてトリムコ

ースで結ばれる四つの施設によるさんぽまち学びネットへのコーディネートや社会教育委員と連携した先ほども説明

しましたが、「シャベル☆きたひろ」を通した市民の学習ニーズを捉えた学びや社会の変革に沿った学ぶ必要がある

学びの提供、共生社会の実現に向けたインクルーシブな学びの場、時代に即した家庭教育支援事業としてオンライン

を活用した「きたひろ子育て学ばNight」などの実施などに努めているところであります。 

 さらに、北広島市の社会教育を含めた中長期的な視点での各種計画の策定など、多様な関係者と連携しながら、学

びを通した人づくりに向けての業務を担っているところでございます。 

 続いて、他の生涯学習活動施設や団体との関わりという点についてですけれども、各地区の生涯学習振興会への事

業に関する助言、情報提供や振興会交流会を通した課題の共有、さんぽまち学びネットにおける施設の管理者との情

報交換会などを通じた共通課題の整理、課題解決に向けた取組の話合い、それから市教育委員会のホームページなど

で各施設などの広報誌の掲載による情報発信や「シャベル☆きたひろ」や元気フェスティバルなど他事業での連携な

ど、こういったことを行っているところであります。 
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 以上であります。 

 

青木委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 まず、地域に根差した特色ある学校教育の推進事業ですけど、これは4万9千円という予算は、交通費だというこ

とですけれども、この具体的にどういうことをやっているのかというと、その小学校の社会副読本と福祉読本を中心

に地域に根差した教育を行っているという今の答弁ですけれども、それはそれでやっていただくということは大事な

んですけれども、先ほどの食に関する学びの推進とも関係するんですけれども、もっと体験型の、子どもたちが実際

の地域社会というものをもっと学んでいただく、そういう取組が必要だと思うんですよね。 

 一部の小学校では、赤毛米の田植えですとか、学校林をもって、それで木に触れていくというような取組をやって

おりますけれども、全市的にそういう取組というのはきちんとされているのでしょうか。お聞かせ願いたいと思いま

す。 

 それから、食に関する学びの推進なんですけれども、地元の食材を使っていろいろ北広島で取れたお米ですとか野

菜ですよという形で食べていくのも食育につながりますけども、この地域に根差した特色ある取組とも関連するんで

すけれども、農家との連携については、もっとこれも体験を含めた取組が必要だと思うんですけれども、見解をお伺

いします。 

 それから、中央公民館の活動の推進事業、社会教育主事の方2名でいろいろ取り組まれていると思うんですけれど

も、答弁でもありましたように、社会教育の取組というのは、ただいろんな学習活動をやっているということとは違

うんですよね。市民が主権者として、学び、成長していくという、そういうところに深く関わっていく取組として行

われてきているものですから、そういう意味では特にさんぽまち学びネットですとか、ほかのいろんな施設というの

は社会教育施設として造られていない、いないという言い方も変なんですけれども、そういう取組として本来事業が

行われているわけでもないし、指定管理者のほうもそういう視点で運営しているということではないと思うんですよ

ね。事業で様々にいい取組をやっていると思うんですけれども。 

 ですから、特に中央公民館ですとか、社会教育主事の皆さんは、そういう視点がきちんと様々な事業に貫かれてい

く、また、いろんな事業の運営主体がそういう観点から運営者のほうも成長していけるような、そういうような取組

にぜひ進めていっていただきたいなと思います。 

 そういう観点からの中央公民館の活動ですとか、社会教育主事の取組についての今後の考え方について、お示しい

ただきたいと思います。 

 

青木委員長 

 川又課長。 

 

川又学校教育課長 

 山本委員の再質問のうち、地域に根差した特色ある学校教育推進事業についてご答弁申し上げます。 

 全市的な取組という部分もご質問にあったかなと思っておりますが、これまでも全市共通した教材であります福祉

読本、社会科副読本などを通じた教室内での学びを基礎とし、それぞれの小中学校の地域に応じた様々な体験活動に

より、地域について学びを深めているところでございます。 

 具体的な地域を知るための体験活動といたしましては、各小中学校におきまして街探検ですとか、エコミュージア

ムセンターや旧島松駅逓所の社会科見学、赤毛米などの稲作体験、手話や白杖などの福祉体験、フィールドワーク、

地域の職業人を招いた対応を行うソクラテスミーティング、コミュニティ・スクールとの活動と一体となった防災教
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育や挨拶運動など地域のヒト、コト、モノに触れ、学びを展開していると、そういったところでございます。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 岡センター長。 

 

岡学校給食センター長 

 それでは、山本委員の再質問、食に関する学びの推進事業についてお答え申し上げます。 

 学校給食と農家との連携についてでございますが、ご承知のとおり、学校給食は1日約4,500食の大量調理を実施

してございます。これらに必要な食材を安定的に入手するには、単に生産量を増加するだけではなく、納品に必要な

配送のトラックですとか、物流面など様々なハード面も考える必要がございます。 

 このようなことから、生産者の方、農家の方との連携につきましては、まずはしっかりとした安定経営が農家様に

とって維持実現できるよう、生産者の方の収入ですとか今後の販路、そして収穫した農作物をしっかりと保管する物

流の体制を確保するなど、様々な面を考えていく必要があるのかなと考えております。 

 生産者様の 10 年後、20年後の農業経営にも大きく関わってくる部分でございますので、まずは生産者様のご意向

を第一に考え、丁寧に進めていく必要があるものと考えております。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 木村課長。 

 

木村社会教育課長 

 中央公民館活動推進事業についての再質問にお答え申し上げます。 

 社会教育主事との関わり方というところの部分で、例えばさんぽまち学びネットにおいては、今年度、各施設で横

断的に実施する初めての取組として、定期的にボッチャを行うことができる「ENJOYボッチャ！inさんぽまち」を実

施したところであります。また、情報交換会の際には教育委員会が実施する社会教育事業に関する情報提供なども行

いながら、各施設の方々について、いろいろな啓発的なところというのも行ってきているところであります。 

 また、中央公民館の「シャベル☆きたひろ」の事業の中でもこのさんぽまち学びネットの中の施設で実施するなど

といった連携というのも行ってきているところであります。 

 今後につきましても、事業での連携や情報交換会など機会を捉えながら情報提供や助言などを行いまして、市民の

皆様の主体的に学ぶ環境づくりに向け、取組を進めてまいりたいと考えているところであります。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 まず、地域に根差した特色ある学校教育推進事業の点ですけど、副読本で各校でいろいろ取り組まれているという

ことなんですけども、私が一番気になるのは、今、学習指導要領で定められた様々な課題をこなしながら、なおかつ

総合事業などでいろいろそういう体験型をやっていくというようなことでやられていると思うんですけれども、今や

られている様々な取組をもっと強化していくという場合に、今の学校の授業との関係でゆとりがあって、もっとそう

いうものが工夫しながら進められていく余地があるのかどうかというところも含めて、今後のそこら辺を進めていく、
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強化していく考え方についてお聞かせ願いたいと思います。 

 それから、食に関する学びの推進、農家といろいろと連携していくということですけれども、昨日も農政のところ

での予算議論の中でその問題をお話ししたんですけれども、有機農法なんかを進めていく上で、やはり出口のところ

とか、特に公共調達のところに期待する農家さんも多いと思うんですよね。そういう意味で、学校だけじゃなくて、

経済部なんかとも連携して、そこら辺のところを進めていくというところをぜひ行っていただきたいと思うんですけ

れども、その点についてもお聞かせ願いたいと思います。 

 

青木委員長 

 鹿野教育部理事。 

 

鹿野教育部理事 

 山本委員のご質問にお答え申し上げます。 

 各学校におきましては、学習指導要領の狙いを実現させるため、またそれぞれの学校が抱えています課題、地域の

課題も含めた中で、目指す子ども像を実現させるために、どのような教育活動が大事なのかということを考えながら、

それぞれの学校において教育課程を編成しているところであります。 

 与えられた時間の中で、子どもたちに力をつけるというのは大変難しいことではありますが、それぞれの学校で赤

毛米ですとか学校農園、カボチャづくり等々、様々な活動をしているところでありまして、その活動をサポートする

という立場で、教育委員会としてはしっかりと支援してまいりたいと考えているところであります。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 岡センター長。 

 

岡学校給食センター長 

 それでは、私のほうからご答弁申し上げます。 

 先ほど申し上げました答弁の繰り返しにはなりますが、農家の方々が現在栽培している農作物などを例えば有機に

変えるですとか、ほかのものに変えるということは、生産者様の今後の生活、それと農業経営に大きく関わってきま

す。場合によっては、その方だけじゃなくてお子さんの世代、お孫さんの世代にも関わってくる問題なのかなと重く

受け止めてございます。 

 ですので、私どものほうから今現在軽々に答弁することはできませんけれども、やはり生産者様の今後の農業経営

も含めた意向を大事にしていくのが必要なのかなと考えてございます。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 ほかにございませんか。 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 それでは、簡潔に4点ほどお聞きしたいと思います。 

 まずは、学校図書館活用事業、予算書171ページ。毎年聞いていますが、ブックキャラバンの令和6年度の効果、

それから令和7年度の予定はどうなっているか、お聞きします。 

 同じく予算書171ページで外国語指導助手活用事業、先ほど佐々木委員からも質問ありましたけども、私は違った



R7.3.12【令和 7 年度 予算審査特別委員会】個別質疑 4 日目 

 

23 

角度で。外国語授業の充実のために、今回外国語指導助手を1名増員するということ、その狙いは何なのか。狙いと

効果の説明をお願いします。 

 次に、英語検定等支援事業、予算書173ページ。英語検定等支援事業の令和6年度の実績と令和7年の見込みはど

のようになっているのか、お示しください。 

 最後に、放課後子ども教室事業、予算書189ページ。放課後子ども教室の令和6年度の実績と、この事業は大変好

評だということもありますから、市内全小学校に広げる時期ではないかと思いますけども、教育委員会として今後の

考え方はどのようになっているのか、ご説明願います。 

 

青木委員長 

 蛯名参事。 

 

蛯名文化課参事 

 藤田委員の質問のうち、学校図書館活用事業についてお答えいたします。 

 ブックキャラバンの効果についてでありますが、令和6年度につきましては、市内小学校3校において実施いたし

ました。3校で 2,792 冊の貸出しがあったところであります。効果につきましては、学校図書館以外の多くの本と触

れ合うことで、本への興味関心が高まったところであります。 

 令和7年度につきましては、学校からの要望に基づきまして、今年度と同様に3校の開催を予定しているところで

あります。 

 以上となります。 

 

青木委員長 

 川又課長。 

 

川又学校教育課長 

 藤田委員のご質問のうち、外国語指導助手活用事業及び英語検定等支援事業についてお答え申し上げます。 

 まず、外国語指導助手活用事業についてでございますけれども、委員がお話しのとおり、令和7年度の外国語指導

助手、ALTにつきましては JETプログラムによりまして、新たに 1名任用しまして、令和 7年度中に 8名の体制とす

る予定でございます。 

 これにより、これまでシフトにより複数校に派遣をしていた体制からALTが各小学校に常駐配置され、中学校には

小中一貫教育の観点を踏まえて、週1日程度、小学校から派遣するような体制に変更することとしているところでご

ざいます。 

 効果の部分でございますけれども、これまでもALTを活用した外国語教育の充実には努めているところでございま

すけれども、各小学校に常駐配置し、授業中のみならず、様々な学校生活の場面で外国語ですとか、異文化に触れる

機会が増えることによりまして、子どもたちの英語力やコミュニケーション力の向上、国際理解の促進が図られると

いうことを期待しているところでございます。 

 続きまして、英語検定の支援事業の令和6年度の実績と令和7年度の見込みについてでございますけれども、今年

度、令和 6年度の実績につきましては、令和 7年 2月末現在でございますが、107件の助成を行っているところであ

り、最終的には218件程度を想定しているところでございます。 

 令和 7 年度の見込みにつきましては、令和 5 年度の決算状況ですとか今年度の申請状況を踏まえまして、全体で

245件程度を見込み、予算を計上しているところであります。 

 以上であります。 
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青木委員長 

 木村課長。 

 

木村社会教育課長 

 私のほうからは、放課後子ども教室事業についてお答え申し上げます。 

 まず、令和6年度の実績についてでありますけれども、現在、市内3校で6月から2月までの水曜日のうち各校20

回程度の計画をしている中で、インフルエンザの関係ですとかスキー授業の振替とかで中止になったときもあります

が、各校でそれぞれ19回または18回の実施が行われたところであります。 

 登録の児童数といたしましては、3 校合計で 241 名が登録しておりまして、またそれぞれの全体の出席率としては

80.6％ということで8割を超えている出席率になっているところです。これに関しましては、令和5年度と比較して

も上回っているところであります。 

 また、児童アンケートを取っておりますけれども、そこの回答者のうち、放課後子ども教室が楽しかったかという

ような問いに関しましては、「とても楽しかった」や「まあまあ楽しかった」という答えが合わせて 90％を超えて

おります。 

 また、楽しかった活動としましては、3 校のうち、大曲小学校では各種リレーやドッジボールなどを行っている体

育、それから英語。双葉小学校では同じく体育、それからの工作だとかボッチャなどもやっているようなチャレンジ

タイム。それから、東部小学校では体育、チャレンジタイム、こういったものが人気のある講座として評価が高いも

のになっております。こうした結果から、子どもたちにとって楽しくて、かつ安心安全な居場所として評価されてい

るものと考えているところであります。 

 また、実施校の拡大についてでありますけれども、子どもたちの安心安全な居場所として児童、それから保護者か

らもアンケートを取っておりますが、こちらは保護者からも非常に高い評価をいただいているところでありまして、

非常に効果のある取組だと我々としても捉えているところであります。 

 ただ、コーディネーターとか推進員といった実際に関わる方の人材の確保といったような課題もありますことから、

未実施校の現状把握や課題解決に向けたという検討をしてまいりたいと考えているところであります。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 それでは、再質問を3点させていただきます。 

 まず、ブックキャラバンで、この事業に関しては学校からの要望があって実施するわけですけども、恐らくやった

学校は非常に高評価だと聞いております。そういう意味で、願わくば全小学校に広がってほしいなと思うんですけど

も、担当課としては、こういう学校の拡大に関してはどのような認識なり見解を持っているのか、お答えください。 

 次に、外国語指導助手で、今、課長の説明では 8名になり、1校 1名という体制で掛け持ちをしなくてよくなった

ということで、今後、小中連携で、いわゆる中学校英語の授業に対してもいろんな意味での接続なり連携がスムーズ

にいくんじゃないかと思うんですけども、そういう意味ではこの小学生の段階で英語を好きになり、中学校にスムー

ズにいくような今後取組なりは何か教育委員会で考えているのかどうか、お答えいただきたいと思います。 

 3 点目、英語検定の支援で一応増加を見込んでいるということで、この受験者数のアップに対して、具体的な取組

は教育委員会で何か考えているのか。特に、小学校3年生から中三まで連続して受けられるというメリットも当市の

事業でありますから、その辺の継続性を含めて、教育委員会として何か具体的な策なり取組はあるのかどうか、その

説明を求めて終わりたいと思います。 
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青木委員長 

 蛯名参事。 

 

蛯名文化課参事 

 藤田委員の再質問にお答えいたします。 

 ブックキャラバンの実施校の拡大についてでありますが、実施校以外の学校図書担当者との打合せ時等において、

PR 等を継続して行ってまいりたいと考えており、学校からの希望がありましたら、可能な限り調整を行っていきた

いと考えております。 

 以上となります。 

 

青木委員長 

 川又課長。 

 

川又学校教育課長 

 藤田委員の再質問のうち、まず外国語指導助手活用事業の部分でございますけれども、活用例につきましては外国

語指導助手を外国語のみならず、例えば外国語以外の授業でALTと一緒に授業を活用したりですとか、あと、学校行

事、放課後など様々な場面で各学校ごとに活用を進めていただきたいということで教育委員会としては捉えていると

ころでございます。子どもたちの英語や多文化への興味関心が高まるような取組をぜひ進めていって、外国語教育の

充実に努めてまいりたいと考えているところでございます。 

 次に、英語検定の継続性についてですが、今のお話の外国語指導助手に関連しますけれども、各小学校配置にする

ことにより、早期から外国語異文化に触れる機会づくりですとか、英語が好き、英語の勉強が好きという体制を整え

られるかなと思っているところになります。英語検定の受験者数につきましても、これらの取組と関連して増加する

ものと期待しているところでございますので、継続的な英検の受験の意識の醸成を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 以上で通告による質疑を終わります。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 私からは、学校ICT環境整備事業の関連でお聞きをしたいと思います。 

 予算書 169ページ、附属資料が 17ページで、今回 3,021 台更新するということでございますけども、更新する理

由といいますか、それはどういうことであったのかということと、たしか令和2年度に整備をするということでした

けども、多分年度末ぎりぎりぐらいでどかんと入ったような僕は記憶をしているんですけども、それが確かかどうか

はちょっとあれですけども、耐用年数は一般的にどのような年数になっているかということと、あるいはコンピュー

タもやっぱり長寿命化の時代でございますので、それをなるべく長く使い切ろうという、そういった視点もあろうか

と思いますけども、そういったことがこの方針に反映されているのかどうなのかということと、もし、議決されると

思いますけども、更新スケジュールは年度のいつの時期にこの部分を更新するのかということ。 

 それから、今、小中を含めて相当量が配置をされておりますけども、この3,021台というのはそのうちの何％ぐら
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い、どういう位置づけになっているのかをお聞きしたいと思います。 

 それから、年次ごとに更新がされていくと思いますけども、今後の更新計画みたいなものが今あるのであれば、お

示しいただきたい。 

 それから、予算のポイントの主な実施事業の中にも触れられておりましたけども、コンピュータ3,021台のほかに

大型掲示装置、モニターだと思いますけども、この更新がありますけども、これは全部更新なのか、それとも何台更

新なのかと。規格的にももうちょっと大きいものにするのかどうかという、そこら辺の考え方があればよろしくお願

いしたいと思います。 

 それから、最後にこの予算の関係で言いますと、2分の 1 が国庫補助、国、道の補助金になっておりますけども、

財源がその他財源でその半分でございますけれども、その他財源とは何を活用するかをお聞きしたいと思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

 

青木委員長 

 永坂参事。 

 

永坂教育総務課参事 

 ただいまの小田島委員のご質問にお答えいたします。 

 まず更新の理由についてですけれども、端末、基本的にはバッテリーの関係ですとか、あとはセキュリティー上の

問題ですとか、そういったものから5年程度で更新と見込んでおります。 

 それから、更新スケジュールについてですけれども、令和2年の部分、小学校4年生から中学校3年生の対象分で

すけども、全体の 4 分の 3 程度の台数を更新する見込みでありまして、今回の更新につきましては補助の要件とし

て、北海道の共同調達会議を経ることになっておりまして、来週 3 月 18 日に北海道のほうで入札が行われる予定と

なっております。 

 まずは、本市はその事業者と 4 月に仮契約をいたしまして、6 月の議会に物品購入の議決を得ましたら、7 月に本

契約、そして納品は年度内の納品となっておりまして、委員のご指摘のとおり、全国的に、全道的にこの時期に集中

しますことから、年度末ぎりぎりも想定して、契約をなるべく早くに調達したいと考えておりますけれども、年度内

の購入となる予定となっております。 

 あと、大型提示装置ですけれども、こちらのほうは令和5年から、まずは初年度は中学校、それからその翌年令和

6年と令和 7年にかけて、普通教室に 1台と特別教室に 6台だったかと思いますけれども、そちらを今までプロジェ

クタータイプだったものを電子黒板タイプに更新を進めておりまして、最後になりますけれども、令和7年度に更新

を予定しているところであります。 

 あと、その他財源につきましては、ふるさと納税で基金がありますので、教育関係の基金のほうの取崩しですとか、

そういったものを考えているところであります。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 ほかにございませんか。 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 私からは、芸術文化ホール運営費または芸術文化ホール運営委員会連携事業に該当になるかと思いますけども、花

ホール芸術祭について質問いたします。 

 これは新年度、6 月 14 日、15 日に市内で芸術活動などをしている団体が自分たちの活動を見てもらって体験して
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もらう、参加者、市民の方との交流を創出するイベントということでお知らせなどの資料で確認しています。こうい

う企画は、2 日間かけて市民向けに開催される初めての企画かなと思いますけれども、例年の秋に行われる文化祭と

は別の新たな趣向の企画ではないかと推察します。体験や展示を提供する側の団体の皆さんや、また見て参加する、

体験する市民の皆さんとの相互交流の機会として、とてもいい企画ではないかなと期待しているところです。 

 質問ですけども、花ホール芸術祭、この第1回開催の企画に至った経緯について伺います。 

 次に、充てられる予算額の見込みが分かれば、説明をお願いいたします。 

 最後に、この2日間開催される中で、参加者はフリーパスを持っていろいろブースを回るというふうに記載があっ

たんですけども、このフリーパスは参加者が購入するものなのか、価格設定など、どのようになっているのか伺いま

す。 

 

青木委員長 

 若澤課長。 

 

若澤文化課長 

 では、私から鶴谷委員のご質問にお答えを申し上げます。 

 まず、花ホール芸術祭の開催の経緯についてでございますが、芸術文化ホール運営委員会におきまして花ホール利

用者の固定化や高齢化、若い世代や新たな団体の掘り起こしなどの課題があります中で、より多くの市民の皆さんに

気軽に芸術文化に親しむ方策について議論を重ねた結果、花ホール全館を活用した形での芸術祭の企画に至ったとこ

ろでございます。 

 次に、予算の見込みについてでございますが、現在、北海道文化財団への補助の申請をしているところでございま

して、4月に決定を予定しております補助の金額によりまして、事業予算が確定する見込みとなってございます。 

 最後に、芸術祭の入場チケットについてでございますが、こちら、入場料につきましては、大人は千円、高校生は

500 円、中学生以下は無料とさせていただいておりまして、2 日間通して入場できるチケットをホール窓口などで販

売いたしまして、当日購入されましたチケットをネームホルダーに入れた入館証と引き換えていただいて、各ブース

を回っていただく形を予定しております。このチケットにつきましては、ゲストとしてご出演いただくプロの公演に

つきましても、2日間ともご覧いただけるチケットというふうになってございます。 

 以上でございます。 

 

青木委員長 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

青木委員長 

 以上で、教育委員会所管分の質疑を終了いたします。 

 暫時休憩いたします。 

 

 

休憩  午前11時39分 

再開  午前11時39分 

 

 

青木委員長 
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 休憩を解き、再開いたします。 

 次に、水道部所管の衛生費及び土木費、水道事業会計予算、下水道事業会計予算の質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手願います。 

 佐々木委員。 

 

佐々木委員 

 私からは、水道・下水道管路閲覧システム、オープンデータ事業についてお伺いいたします。予算は下水のページ

で、附属資料は32ページとなっています。 

 この事業は、上水道・下水道の管路地図をインターネット上で自由に見られるようにすることによって、業務効率

化を図るものです。分かりやすいところで言いますと、新しい建物を造る際などに、事業者さんがどこから水道の管

を引くか、給水分岐できる場所を照会するために市役所に来庁しなくてもよくなりますし、市側としてもそういった

対応に当たっていた時間がほかの業務に充てられるなど、省力化が進むと考えます。 

 そのほかにも期待される効果があると思うんですが、お伺いいたします。 

 

青木委員長 

 中田経営管理課長。 

 

中田経営管理課長 

 佐々木委員のご質問にお答え申し上げます。 

 管路閲覧システムのオープンデータ化の効果についてでありますが、市役所への来庁が不要となりまして、また

24 時間、会社ですとかご自宅のパソコンのほうで管路図のほうの閲覧が可能となります。また、水道部の職員のほ

うにおきましても、従来のタブレットに加えまして、自身のスマートフォンのほうでも閲覧することが可能となりま

すので、災害時等の迅速な対応のほうにも効果を発揮するものと考えております。 

 以上となります。 

 

青木委員長 

 ほかにございませんか。 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 では、1点だけお聞きいたします。 

 予算書はちょっとなかったですね、下水道整備についてですけども、今テレビでいろいろ話題になっていました埼

玉での道路の陥没事故発生以来、市民からも北広島市は大丈夫なのかという声が我々のほうにも問合せがございまし

た。埼玉では大口径ですけども、北広島市にはあのような大口径の下水管を使っていないというのは承知をしており

ますけども、下水管付近の陥没調査というのは、今後行う予定があるのかどうなのか、お聞きいたします。 

 

青木委員長 

笹原水道部次長。 

 

笹原水道部次長 

 大迫委員のご質問にお答え申し上げます。 

 空洞化の調査についてでありますが、令和7年度につきましては実施の予定はしていないところであります。また、
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空洞箇所につきましても、現段階では把握していないところであります。 

 以上です。 

 

青木委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 埼玉とか、いろいろなところで、全国的にも下水管の耐用年数を超えた下水管を使っていて、それでちょっといろ

いろ問題が起きているということ。国もそれなりの調査の予算をつけるというような報道もございましたけども、通

しで耐用年数を超えて使用している下水管というのは全体の何％あるのか、そして令和7年度はどぐれらいのメート

ル数、何キロ分を交換する予定があるのか、そこをお聞きいたします。 

 

青木委員長 

 暫時休憩いたします。 

 

 

休憩  午前11時44分 

再開  午前11時45分 

 

青木委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

 笹原次長。 

 

笹原水道部次長 

 再質問にお答え申し上げます。 

 耐用年数を過ぎた 50 年以上の管路の割合につきましては、全体の 14％となっているところであります。また、管

路の更新ですけども、令和7年度につきましては現在更新については実施されない予定であります。 

 以上です。 

 

青木委員長 

 ほかにございませんか。 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 それでは、毎年聞いていますけど、4点ほど確認の意味で質問いたします。 

 まず、水道事業、今、大迫委員からもちょっと重複するところがあると思いますけども、水道管の 40 年以上の老

朽管で令和7年度の更新予定はどうなっているのか、お聞きします。 

 それから、水道事業会計で、令和7年度のFビレッジ全体としての水道料の使用見込みはどの程度を見込んで予算

計上したのか。 

 次に下水道事業会計。同じく令和7年度のFビレッジの下水道使用料の見込みはどの程度を予算化しているのか。 

 最後に、これはページ数 105 ページになりますけども、マンホールカードの令和 6 年度配布実績はどうだったの

か、お答えください。 
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青木委員長 

 藤本水道施設課長。 

 

藤本水道施設課長 

 藤田委員のご質問にお答えします。 

 まず、私のほうからは水道管に関してなんですが、老朽管の更新についてでありますが、水道ビジョン・経営戦略

に基づく老朽管更新事業計画に沿って、布設後 40 年を経過している硬質塩化ビニル管について耐震性のある配水管

に布設替えを行ってきたところでありまして、令和7年度の更新予定につきましては事業費2億1,417万円、全延長

2,142メートルの更新を予定しております。地区別につきましては、大曲南ヶ丘ニュータウン地区 305メートル、稲

穂地区655メートル、新富東地区350メートル、東共栄地区477メートル、北広島団地地区355メートルを予定して

おります。この結果、計画に対する更新率は、大曲南ヶ丘ニュータウンは 59.7％、稲穂地区 44.4％、新富東地区

27.5％、東共栄地区 17.8％になる予定です。今後の整備につきましても、老朽管更新事業計画にのっとりまして実

施してまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 中田課長。 

 

中田経営管理課長 

 それでは、私のほうから、藤田委員のご質問のうち、F ビレッジにおける水道料金、それから下水道使用料の見込

みについてでありますが、こちらにつきましては令和5年度実績、それから令和6年度の実績見込みに基づきまして

算出のほうをしておりまして、水道料金につきましては約 2,300 万円、それから下水道使用料につきましては約

2,800万円と見込んでいるところであります。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 笹原次長。 

 

笹原水道部次長 

 藤田委員のご質問のうちマンホールカードについてお答えいたします。 

 マンホールカードの令和 6年度の配布実績についてでありますが、きたひろ・まいピーカードは 1月末現在 2,871

枚となっており、平成29年の配布開始から総数は1万6,122枚となっております。また、Fビレッジカードは1月末

現在5,324枚となっており、令和5年12月からは7,462枚となっております。 

 以上です。 

 

青木委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 再質問を1点だけ。 

 水道管の 40 年以上の老朽管、今、更新している地区の名前と％を説明いただきましたけども、なかなか予算の関
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係で一気にいかないんだろうと思うんですけども、おおむね 100％まで達成するには、担当課として、あとどれくら

いの年数を見込んでいるのか、お答えできる範囲でお聞きして終わります。 

 

青木委員長 

 藤本課長。 

 

藤本水道施設課長 

 藤田委員の再質問にお答えいたします。 

 今言われました 40 年を経過した管なんですが、今のところは想定が、まだ相当数の年数がかかるということで、

順次計画にのっとり、やっていきたいと思っております。 

 以上であります。 

 

青木委員長 

 以上で通告による質疑を終わります。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 （「なし」と呼ぶものあり） 

 

青木委員長 

 以上で水道部所管分の質疑を終了いたします。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩  午前11時50分 

再開  午前11時50分 

 

青木委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

 以上をもちまして、本日予定の審査は終了いたしました。 

 なお、個別質疑で留保し、総括質疑を行う委員は、3月13日の午後3時までに通告書を提出願います。3月18日、

午前10時からの予算審査特別委員会では、総括質疑の後、議案ごとに討論、採決を行います。 

 お諮りいたします。本日の委員会はこの程度にとどめたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶものあり） 

 

青木委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 本日はこれにて散会といたします。大変お疲れさまでした。 

 

午前11時51分 

 

委員長 

 


